
数理工教育研究センター

申込期間：

2月5日 2月6日 2月7日 2月8日
(火) (水) (木) (金)

① 基礎編 電磁気
高　香滋
秋山　綱紀
渡辺　秀治

1年次

2年次
以上

EM、EA、ER
EL、EP、EV、AA

EM、EA、ER、EE
ET、EP、VS、VA、VE

200名

8・401
8・404
8・409

2時限 2時限 2時限 2時限
90分
×

4ｺﾏ

・ 実施教室は申込〆切後、学生ﾎﾟｰﾀﾙにてお知らせしま
す。
・ 数理リテラシー項目「力学と電磁気」を修得するには、
 　夏期開講の「力学」とあわせて合格する必要が
　 あります。

② 応用編 フーリエ解析 中村　晃

1年次

2年次
以上

EM、EA、ER、EL

EM、EA、ER、EE、ET
80名 8・401 3時限 3時限 3時限 3時限

90分
×

4ｺﾏ
・パソコン、ノート、筆記用具を使用。

③ 応用編 フーリエ解析 堤　厚博

1年次

2年次
以上

EP、EV、AA

EP、VA、VS、VE
80名 8・404 3時限 3時限 3時限 3時限

90分
×

4ｺﾏ

・”MATLAB”をインストールしたパソコン、
　ノート、筆記用具を　使用。

④ 応用編 ラプラス変換 大林　博一

1年次

2年次
以上

EM、EA、ER、EL

EM、EA、ER、EE、ET
80名 8・401 4時限 4時限 4時限 4時限

90分
×

4ｺﾏ

・　工学のための数理工（積分・微分方程式）の教科書
　 ノート、筆記用具を使用。

⑤ 応用編
気体の状態方程式と
グラフ

大藪　又茂

1年次

2年次
以上

BC、BB

BC、BB
80名 8・409 3時限 3時限 3時限 3時限

90分
×

4ｺﾏ
・電卓、ノート、筆記用具を使用。

⑥ 応用編 代数と幾何 北庄司　信之

1年次

2年次
以上

EV、FM、FS、FY

VE、FM、FS、FP
50名 8・404 4時限 4時限 4時限 4時限

90分
×

4ｺﾏ
・ノート、筆記用具を使用。

⑦ 応用編 群論入門 上江洲　弘明

1年次

2年次
以上

EP

EP
50名 8・409 4時限 4時限 4時限 4時限

90分
×

4ｺﾏ
・パソコン、ノート、筆記用具を使用。

金沢工業大学  数理工教育研究センター　076-294-6470

計実施教室

日程

備考

数理工教育研究センターでは、2018年度 『数理リテラシー特別講座（春期）』　を 2月に開講します。
各講座は 事前申込制 ですので、受講希望者は、学生ポータル内の講座受付システムで申込を行ってください。
（受講料無料）
　★ 各講座の内容は　数理工教育研究センターのHPでダウンロードおよび確認ができます。
　　　 http://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/index.html

　　 　 春休みに「数理リテラシー能力」を身に付け、自己評価ポートフォリオに課外学習の成果として残しましょう！

2019/1/15(火）8:30 ～ 1/31(木)17：00

区分 講座名 学年 対象学科 定員担当教員

2018年度 数理リテラシー特別講座（春期） 受講者募集のお知らせ



数理工教育研究センター

講座名 講座の内容 講座のねらい メリット・つながる分野

電磁気
電流と 抵抗
直流回路
交流回路

電気磁気学を学ぶにあたり 、 身近にある直流と 交
流を取り 上げ、 その考え方や概念、 計算手法につ
いて習得する。 まず、 直流や交流の回路の考え方
に必要な事柄を学習し 、 さ ら に具体的な解き 方を
習得する。 身近な問題を電磁気学の観点から 考え
て計算するこ と で、 理解を深めるこ と をねら いと
する。

● 様々な分野で活用さ れている電気電子や情報通信技術に必要と な
る、 線形回路網、 連立方程式、 微分方程式、 複素数の応用や電力の考え
方などを学ぶこ と ができ ます。

● 『 電気回路』 、 『 電気磁気学』 をはじ め、 『 自動車工学』 、 『 航空
制御工学』 、 『 シミ ュ レーショ ン工学』 、 『 音響工学』 など幅広い学科
の専門科目につながり 、 『 プロジェ ク ト デザイ ンⅢ』 の研究でも 学科を
問わず役立つ内容です。

フ ーリ エ解析
（ 機械系・ 電気系）

フ ーリ エ級数
フ ーリ エ級数の応用
フ ーリ エ変換
フ ーリ エ変換の応用

フ ーリ エ解析は、 現象を表す関数を、 周波数毎の
強度に分解し たスペク ト ルと 呼ばれる形で表し 、
設計や問題対策に大変役立つ。 周期関数ではフ ー
リ エ級数、 非周期関数ではフ ーリ エ変換を使用す
る。 本講座では、 こ れら を計算し 、 グラ フ に表す
こ と で、 意味を理解し 、 どのよう な応用例がある
かを学ぶ。

● 機械の振動をフ ーリ エ解析するこ と により 、 各部の振動周波数を抽
出するこ と ができ 、 設計の改善などに使われます。 また、 多く の部品で
構成さ れている電気回路のイ ンピーダンスを求めるこ と ができ るなど、
大変有用です。
● 専門科目をはじ め、 専門実験・ 演習や『 プロジェ ク ト デザイ ンⅢ』
で頻出する技術です。

フ ーリ エ解析
（ 情報工学系・ 建築系・ 環境系）

周期関数と そのグラ フ
フ ーリ エ級数
フ ーリ エ変換

フ ーリ エ解析は、 現象を表す関数を、 周波数毎の
強度に分解し たスペク ト ルと 呼ばれる形で表し 、
設計や問題対策に大変役立つ。 周期関数ではフ ー
リ エ級数、 非周期関数ではフ ーリ エ変換を使用す
る。 本講座では、 こ れら を計算し 、 グラ フ に表す
こ と で、 意味を理解し 、 どのよう な応用例がある
かを学ぶ。

● 建築や土木構造物などの騒音に対する音響解析や振動解析、 また情
報関連では、 デジタ ル放送に代表さ れるデジタ ル信号処理の基礎が分か
り ます。
● 建築・ 土木における『 構造解析』 や『 デジタ ル通信と 信号処理』 な
どの専門科目につながり ます。

ラ プラ ス変換

ラ プラ ス変換と その性質
ラ プラ ス変換の計算
ラ プラ ス逆変換
ラ プラ ス変換の応用

ラ プラ ス変換は、 微分方程式を解く のに便利な
ツールである。 ラ プラ ス変換すると 、 微分や積分
を記号であら わすこ と ができ るため、 微分方程式
を四則演算で解く こ と ができ るよう になる。 その
基本的な性質と 主に非同次線形微分方程式の解法
への応用を学ぶ。

● 「 ” も の” の性質を忠実に再現し たい」 「 ” も の” を精密に動かし
たい」 と き 、 微分方程式が役立ちます。 ラ プラ ス変換を用いると 、 その
微分方程式をスマート に解く こ と ができ ます。
● 微分方程式が関係する専門科目、 専門実験・ 演習や『 プロジェ ク ト
デザイ ンⅢ』 に不可欠な学問分野です。

気体の状態方程式と
グラ フ

理想気体
実在気体と フ ァ ン ・ デル・ ワールスの式
状態方程式のグラ フ
臨界点と 超臨界状態

（ １ ）  理想気体、 実在気体に関するグラ フ から
データ を読み取り 、 解釈する。
（ ２ ）  状態方程式そのも のの意味と 気体ー液体
の相変化を理解する。

● 気体の性質について、 実験データ の解釈やグラ フ の読み取り 方につ
いて学びます。 そのこ と を通し て、 方程式の意味や実在気体の方程式に
ついての知識を身につけます。 また、 気体の液化をも 状態方程式で表す
こ と ができ るこ と を学びます。

● 専門科目『 熱の化学』 の発展の内容で、 『 物質の状態と 反応』 につ
ながり ます。

代数と 幾何
幾何学
座標
ベク ト ル

「 代数と 幾何」 の歴史をたどるこ と で、 図形に対
する数学的な考え方を身につけるこ と を目指す。
（ １ ）  幾何学（ 形を科学的に考える） （ ２ ）  座
標（ 図形と 数を統合する） （ ３ ）  ベク ト ル（ 平面
から 空間へ、 イ メ ージを拡張する） について学習す
る。

● 近年、 コ ンピュ ータ を使っ て図形を描く CGやCADが普及し ています。
CGやCADでは、 2次元、 3次元の様々な図形を描けますが、 実は、 それら
は「 代数と 幾何」 と いう 数学の理論が基礎になっ て出来上がっ ていま
す。
● 本講座では「 代数と 幾何」 の歴史をたどり ながら 、 関連する問題の
演習を行い、 図形を数学的に考える基礎力を身につけるこ と ができ ま
す。

群論入門

合同式と その演算
有限体の導入
有限体上の線形代数と 幾何学
群論

群と は「 ある性質を満たす演算が与えら れた集
合」 の呼び名であり 、 こ こ では
　 （ １ ） 合同式と その計算
　 （ ２ ） 有限体の導入と 簡単な線形代数、
　 　 　 　 幾何学
　 （ ３ ） 群の定義を学習する。

● 情報分野で学ぶ、 様々な代数系の入門と なる内容です。 また、 「 RSA
暗号」 における合同式のよう に、 実社会で役立つ数学を知るこ と ができ
ます。
● 専門科目『 情報理論』 や『 符号と 暗号』 につながり ます。
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